
3． 従業者数  
   

  従業者数は、63,947人で前年に比べて 3,435人(5.1%)の減少となった。 

また、1事業所当たりの従業者数は 40.9人と、前年より 0.7人増加している。従業者数を産業中分類、従業

者規模及び行政区別に区分し、その推移をみたのが「表－3」である。  

   

(1)  産業中分類別従業者数 
 

 従業者数を産業中分類別にみると、鉄鋼が 9,806人(構成比 15.3%)と最も多く、次いで、一般機械の 8,326

人(同 13.0%)、金属の 7,011人(同 11.0%)窯業・土石の 7,040人(同 11.0%)、電気機械の 6,734人(同 10.5%)、

出版・印刷の 5,845人(同 9.1%)の順となっている。また、前年と比べてみると、増加したのは一般機械の 1,177

人(増減率 16.5%増)、窯業・土石の 644人(同 10.1%増)、プラスチックの 319人(同 20.9%増)など 6業種であ

る。一方、減少したのは電気機械の 2,031人(同 23.2%減)、食料品の 1,094人(同 17.0%減)、鉄鋼の 823人(同

7.7%減)など 12業種となっている。  
   

(2)  従業者規模別従業者数  

 

 従業者数を従業者規模別にみると、1,000人以上規模事業所が 14,583人(構成比 22.8%)と最も多く、次い

で、50～99人規模の 8,889人(同 13.9%)、100～199人規模の 7,006人(同 11.0%)、500～999人規模の 6,095

人(同 9.5%)の順となっている。 

大・中・小規模別の従業者数をみると、4～19 人の小規模事業所は 8,911 人(構成比 13.9%)、20～299 人の

中規模は 28,755人(同 45.0%)、300人以上の大規模は 26,281人(同 41.1%)となっている。これを前年と比べ

てみると、小規模が 547 人(増減率 5.8%減)、中規模が 2,618 人(同 8.3%減)、大規模事業所については 270

人(同 1.0%減)の減少となっている。  

   

(3)  行政区別従業者数 
 

 従業者数を行政区別にみると、八幡西区が 14,754人(構成比 23.1%)と最も多く、次いで、小倉北区 14,622

人(同 22.9%)、戸畑区 9,735人(同 15.2%)、若松区 8,495人(同 13.3%)、小倉南区 7,072人(同 11.1%)、門司

区 6,335人(同 9.9%)、八幡東区 2,934人(同 4.6%)の順になっている。これを前年と比べてみると、八幡東区

110人(増減率 3.9%増)、若松区 28人(0.3%増)と 2区で増加しているものの、小倉北区 1,334人(増減率 8.4%

減)、八幡西区 798人(同 5.1%減)、戸畑区 572人(同 5.5%減)、小倉南区 520人(同 6.8％減)、門司区 349人(同

5.2減)と 5区で減少している。 

  

   

   

   



表－3 産業中分類・従業者規模・行政区・年次別従業者数 

 (従業者 4人以上の事業所)  

   


